
x  … 1 … 2  … 

)(xf   ＋ 0 － － － 

)(xf   － － － 0 ＋ 

)(xf       

 

a  0  … 2e  … 1e  … 1 … 

)(aS   －  － 0 ＋  ＋ 

)(aS          
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xxexf )( とすると xxx exxeexf   )1()(  xxx exexexf   )2()1()(  

)(xf の増減、凹凸は右の通り。 

1x において極大値 1e を持ち、 20 ≦≦x において上に凸。 

1)0( f より、曲線 )(xfy  は、原点において xy  と接する。 

aの値で場合分けをする。不定積分  dxxf )( を求めておく。 

 Cexdxexedxexdxxf xxxx  

 )1()()(  

 

20 ea≦≦ のとき 

20 ≦≦x において、 axy  は )(xfy  の下側にある。 
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12  ae のとき 

20 ≦≦x において、 axy  と )(xfy  は 1点で交差する。 

この交点の x座標をb とすると bbeab   bea   ab log  
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a≦1 のとき 

20 ≦≦x において、 axy  は )(xfy  の上側にある。 
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)(aS は 20 ea≦≦ のとき単調減少、 a≦1 のとき単調増加。 12  ae のとき 

 )log1)(log1(1)(log
1

)1(log2)1(log)( 22 aaa
a

aaaaS   

0log2  a であるから、 1log a 、 1 ea のとき、 

0)(  aS となる。 

0≧a における )(aS の増減は右の通り。最小値は 
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